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広 報

8,551(+24)

平成 3年 2月 5日発行
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▲高冷地を生かしたイチゴの収穫作業

(高森・森の岩下華―さんのハウスで)
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永野原・岩神 甲斐美津子さん
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(小)1

200g・小豆つぶあん

●   ●

●   ●

①
上
新
粉
と
ベ
ー
キ
ン
グ
パ

ウ
ダ
ー
は
、
粉
ふ
る
い
に
か

け
て
お
く
。

②
Ａ
材
料
を
良
く
泡
立
て
る
。

③
Ｂ
材
料
の
卵
白
を
泡
立
て

て
か
ら
砂
糖
を
加
え
、
さ
ら

に
よ
く
混
ぜ
た
後
、
Ａ
と

つ

ぶ
あ
ん
を

一
緒
に
入
れ
て
混

ぜ
る
。

④
上
新
粉
を
入
れ
、
か
る
く

合
わ
せ
る
。

⑤
器
に
流
し
、
固
く
し
ば

っ

た
ふ
き
ん
を
か
け
、
中
火
で

約
二
十
分
間
蒸
す
。

甲斐 さんの

卵黄と卵自の振 り分け方がポイン

トにな ります。また、小豆つぶあん

は固めの方が仕上が りがきれいです。

おやつ としても最高です。

4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..a..4..4..a..a..

▼
先
月
号
で

「
町
は
生
き
て
い
る
」

を
特
集
し
ま
し
た
ど
、
読
者
の
皆
さ

ん
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
反
響
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
だ
け
広
報
を
読
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
の
だ
な
あ
、
頑
張
ら

ね
ば
、
と
フ
フ
イ
ト
が
わ
い
て
き
ま

し
た
。
「
町
が
生
き
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
は
、
「人
が
生
き
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
▼
こ
う
し
て
み
る
と
＼

町
に
は
様
々
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
人
達
が

一
生
懸
命

働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
姿
こ
そ

町
の
活
性
他
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま

す
。
▼
〈フ
年
の
広
報
づ
＜
り
の
テ
ー

マ
は

「生
き
る
」
で
す
。
　
　
　
（⑤
）

おめで

』雷ミ の

敬管略
1'i';

(菅 山)12・ 8′ti  美津子

|‖ 中 浩 I'tら ゃん 降 裕

(高森)12・ 21■   本ll 代

さんの長男

さんの 2男

月

原

野金一

よう

森 。昭 和

川  町

づ〆
敬称略)|

12・

男

《一般》

佐 竹

ち や ん

昌義ちゃん幸 ――

甲斐

後藤

今月の表紙
高
冷
地
を
生
か
し
た
イ
チ
ゴ

の
出
荷
に
忙
し
い
農
家
。
連
日

関
西
方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
糖
度
も
十
分
、
味
も
良

い
と
市
場
の
評
価
も
高
く
農
家

の
表
情
も
明
る
い
。
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受付は2月 16日 ～3月 15日

お 知 ら せ     ‐

始
ま
り
ま
す

所
得
税
、
町
県
民
税
申
告

町
県
民
税
は
、
住
民
税
と
も
い

わ
れ
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
な
税

金
と
し
て
、
町
民
生
活
の
向
上
に

直
接
活
用
さ
れ
る
重
要
な
財
源
で

す
。申

告
が
必
要
な
人

▼
農
業
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人

（所
得
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
以
下
で
、
確
定
申
告

を
要
し
な
い
人

▼
昨
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、
今

年

一
月

一
日
現
在
就
職
し
て
い
な

い
人

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え

る
人

②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

平
成
二
年
分
の
所
得
税
と
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
五
日

ま
で
、
ま
た
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
中
告
は
四
月

一
日
ま
で
で
す
。

う
に
し
て
く
だ
さ

い
ｃ

持
参
す
る
も
の

１
、
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申

告
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「申

告
書
」
と

「印
鑑
」

２
、
給
与
な
ど
の
あ
る
方
は

「源

泉
徴
収
票
」

３
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

「支
払

っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、

明
細
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
明
細
書
」

４
、
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

い
に
お
い
の
原
因
で
あ
る
ア
ン
モ

ニ
ア
な
ど
が
、
梅
干
し
の
酸
に
よ

つ
て
中
和
さ
れ
、
そ
れ
ほ
ど
気
に

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

煮
魚
料
理
は
、
必
ず
煮
汁
が
煮

た

つ
て
か
ら
魚
を
な
べ
に
入
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
煮
た
た
な

い
う
ち
に
な
べ
に
入
れ
る
と
、
魚

の
う
ま
み
が
汁
に
で
て
し
ま
い
ま

す
。

は
「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
（
一

契
約
九
千
円
超
の
も
の
）
」

５
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は

「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
」

６
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方
は

「登
記
簿
謄
本
」
・
「住

民
票
の
写
し
」
。
「売
買
契
約
書
」

ま
た
は

「請
負
契
約
書
」

。

「住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書
」

７
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
「損

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」

③
水
道
水
中
の
不
純
物
の
反
応
物

で
は
な
い
。

【問
題
点
】

※
事
実
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
実

験
商
法
は
問
題
が
あ
る
。

※
販
売
方
法
、
マ
ル
チ

（ま
が
い
）

商
法
で
、
知
人
、
親
戚
等
に
無

理
な
販
売
を
し
て
い
る
例
も
あ

る
。　
マ
ル
チ
商
法
は
、
リ
ベ
ー

ト
を
目
的
に
無
理
な
販
売
を
す

れ
ば
人
間
関
係
を
損
う
し
、
販

売
で
き
な
け
れ
ば
借
金
だ
け
が

残
る
と
い
う
問
題
の
多
い
販
売

方
法
で
す
。

な
お
、
消
費
生
活
に
関
す
る
苦

情
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
０
９
６

・
３

３
４

・
４
８
３
５
）

へ
。

平
成
二
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
平
成
二
年
度
の
町
県
民

税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
下
記
日
程
表
に
よ
り
申
告
の
受
け
付
け
と
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
、
扶
養
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
が
発
行
で
き
な
い
ほ

か
、
各
種
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
指
定
期
日

に
必
ず
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

納
税
者
の
皆
さ
ん
―
忘
れ
な
い
よ

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

煮
魚
料
理
は
煮
く
ず
れ
し
た
り
、

な
べ
の
底
に
魚
が
く

っ
つ
い
た
り
、

味
が
よ
く
し
み
込
ま
な
か

っ
た
り

し
て
、
以
外
に
難
し
い
も
の
で
す
。

な
べ
底
に
割
り
ば
し
を
二
、
三

本
敷
い
た
上
に
魚
を
の
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
こ
う
す
る
と
、
魚
と

な
べ
の
間
に
す
き
間
が
で
き
て
、

な
べ
底
に
く

つ
つ
か
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
煮
汁
も
全
体
に
回
り
、

味
も
し
み
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
割
り
ば
し
ご
と
魚
を
な

べ
か
ら
取
り
出
せ
ば
、
煮
く
ず
れ

し
ま
せ
ん
。

割
り
ば
し
の
代
わ
り
に
、
竹
の

皮
や
経
木
も
利
用
で
き
ま
す
。
竹

の
皮
は
、
縦
に
何
本
か
の
切
れ
目

を
入
れ
て
お
く
と
、
煮
汁
が
全
体

に
回
り
ま
す
。

魚
料
理
に
、
落
と
し
ぶ
た
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
落
と
し
ぶ
た
に
つ

い
た
煮
汁
が
魚
に
は
ね
か
え
り
、

が
は
が
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
中
ま
で
味
を
し
み
込
ま
す
た

め
に
、
魚
の
表
面
に
包
丁
を
入
れ

て
お
き
ま
し
よ
う
。

魚
独
自
の
生
臭
い
に
お
い
を
嫌

う
人
も
い
ま
す
が
、
薄
く
切

っ
た

し
ょ
う
が
五
、
六
片
、
ま
た
は
ご

高
森

。
昭
和

梅
干
し
で
生
臭
み
を
消
す

味
を
よ
く
し
み
込
ま
せ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
皮
の
薄
い

カ
レ
イ
の
よ
う
な
魚
は
、
落
と
し

ぶ
た
を
使
う
と
、
皮
が
は
が
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
落
と
し
ぶ
た
の
代
わ
り
に
、

水
に
濡
ら
し
た
紙
を
使
う
と
、
皮

ぼ
う
を
入
れ
て

一
緒
に
煮
る
と
、

に
お
い
が
消
え
ま
す
。

イ
ワ
シ
や
サ
バ
な
ど
の
皮
の
青

い
魚

（
い
わ
ゆ
る
青
物
）
は
、
よ

り
生
臭
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

魚
を
煮
る
と
き
は
、
梅
干
し
を

一

個
な
べ
に
入
れ
て
煮
ま
す
。
生
臭

芹
　
口
　
浩
　
士

平成 3年納税相談日程表

●   ●

●   ●

さ
ん

(10

―今年の目標は

健康に注意 して、よりいっそ う仕事に

頑張 りたい。

一今一番やつてみたいことは

バイクで北海道を一周してみたいです。

一どんな町づ<りを望みますか。

若者が希望をもてるような活気あふれ

る町づくり。

(11)

河 原 公 民 館

02405

(2)

魚
の
上
手
な
煮
方

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

月 日
地  区  名

会 場 名
9時～11時 13日寺́,15日寺

2/16 旭 通

林業総合センター

(内線 )197・ 198
18 村 昭 不日

19へ 2́2 所 得 税 確 定 申 告

25 津  留  1 津  留  2
野尻
林 業 セ ン タ ー

(5)0802
26 野  尻  1 野  尻  2

27 尾  下  1

28 河  原  1 尾下 2・ 河原 2

3/1 矢津田 中
農協草部北部支所

(4)0231
∩
∠ 津

」ヽ刀

1日 ・高森保健所

(2)0074

4 天 神 ・ 上 町 冬 野

吊
Э 横 町 森

ｒ
Ｏ 下 町 上 在

草部 (社倉 ) 草部 (社倉以外 )

草部
基幹集落センター

(4)0802

０
０ 芹 口 菅 山

11 永  野  原 下 切

12 洗 川 。大 村 中 原 ・ 前 原
農協上色見支所

(2)0243

13 戸狩・井上・山鳥 小倉原・西丁・中園
農 協 色 見 支 所

(2)0244

■勤務先 :シ ョッピングセンター・アス

カ

■趣味 :魚つ り

■血液型 :B型
■性格 :お となしい方だが、根は明るく、

ひ ょうきん

ｎ
＝

２

月

１７

日

東
　
　
　
医
　
院

圏
②
０
３
０
９

立

野

病

院

圏
⑧
０
１
１
１

寺

崎

医

院

2
月
11

日

2
月
10
日

圏
②
０
３
７
８

２
月
２４
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

８
②
３
３
５
１

３
月
３
日
　
渡
　
辺
　
医
　
院

圏
⑦
ｌ
７
７
７

３
月
１０
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
１
９

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

診療は午前 9
時か ら午後 5

時 まで

県

‐
民
　
税

所
得
税

贈
与
税

暮らし

●

也目□] 告 を

」」

'Jaz -( *)v



年
　
　
金

カ
ー
ド

・
ク
レ
ジ

ツ
ト

一
一
〇
番

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
／
２
月
２５
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
町
役
場
２
階

。
第

一

会
議
室

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

近
年
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
複
雑

多
様
化
に
伴
い
、
「カ
ー
ド

・
ク
レ

ジ

ッ
ト

一
一
〇
番
」
を
設
置
し
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
期
間
／
２
月
２７
日

（水
）
か
ら

３
月
１
日

（金
）
ま
で

■
時
間
／
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

後
５
時
１５
分
ま
で
。
た
だ
し
、
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
は
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で

■
場
所
／
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

熊
本
市
水
道
町
１４
１
１５

■
相
談
内
容
／
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
に
関
し
、
法
的
解
決
を
必
要

と
す
る
ト
ラ
ブ
ル

。
そ
の
他
法
律

問
題
、

一
般
相
談

■
相
談
員
／
弁
護
士
、
同
セ
ン
タ

ー
相
談
員

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。
詳

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン

タ
ー

（
８
０
９
６

。
３
５
４

・
４

８
３
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
平
成
三
年

度
の
高
等
学
校
の
生
徒
と
専
攻
科

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【普
通
科

コ
ー
ス

（通
信
教
育
）
】

三
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

取
得
で
き
ま
す
。

▼
申
込
受
付
　
２
月
１
日
か
ら

４
月
１５
日

【選
科
生

コ
ー
ス

（通
信
教
育
）
】

希
望
科
目
を
学
習
し
て
ｆ
単
位

が
取
得
で
き
ま
す
。

▼
申
込
受
付
　
２
月
１
日
か
ら

４
月
１５
日

【専
攻
科

（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
ス

ク
ー
ル
）
社
会
福
祉

コ
ー
ス
】

高
校
卒
業
後
、
二
年
間
の
学
習

で

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

▼
申
込
受
付
　
２
月
１
日
か
ら

４
月
５
日
ま
で

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
、
〒
１
８
６
１
０
１
　
東
京
都

国
立
市
富
士
見
台
２
１
３６
　
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
八
Ｅ
十

一
係
に
、

コ
ー
ス

名
お
よ
び
あ
な
た
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

ハ
ガ

キ
に
記
入
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

（
８
０
４
２
５

・
７
２

・
３
１
５

１
）
　

案
内
書
は
無
料
で
す
。

熊
本
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

３
年
４
月
入
所
の
訓
練
生
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

■
科
名
及
び
定
員

●
Ｎ
Ｃ
機
械
科
　
　
　
　
２５
人

●
運
輸
サ
ー
ビ
ス
科
　
　
２５
人

●
建
築
設
備
技
術
科
　
　
２５
人

■
募
集
期
間
／
２
月
１
日

（金
）

か
ら
２８
日

（木
）
ま
で

■
応
募
方
法
／
公
共
職
業
安
定
所

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公

共
職
業
安
定
所
、
ま
た
は
技
能
開

発
セ
ン
タ
ー

（
８
０
９
６

・
２
４

２

・
０
３
９
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

最
近
、
県
内
各
地
か
ら

「水
道

水
の
実
験
を
し
て
浄
水
器
を
勧
め

ら
れ
た
が
、
手
口
が
お
か
し
い
」

と
か

「水
道
水
の
実
験
で
ヘ
ド
ロ

状
の
浮
遊
物
が
で
き
た
が
、
本
当

に
水
道
水
は
汚
れ
て
い
る
の
か
」

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【販
売
手
口
】

業
者
が
家
庭
を
訪
れ
、
水
道
水

を
コ
ッ
プ
に
取
り
、
消
費
者
の
目

の
前
で
水
質
検
査
の
テ
ス
ト
器
具

（二
本
の
金
属
棒
が
つ
い
た
も
の
）

を
使

っ
て
電
気
分
解
の
実
験
を
し

て
み
せ
る
。
す
る
と

ヘ
ド

ロ
状
の

浮
遊
物
が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
を

見
せ
て

「水
道
水
は
こ
ん
な
に
汚

れ
て
い
る
。
浄
水
器
を
使
う
よ
う

に
」
と
勧
め
る
。

【販
売
価
格
】
　
　
　
約
２０
万
円

【
テ
ス
ト
結
果
】

①
こ
の
テ
ス
ト
器
具
は
、
電
気
分

解
装
置
で
あ
る
。

②
浮
遊
物
の
主
成
分
は
鉄
で
あ
り
、

浮
遊
物
の
量
か
ら
し
て
、
水
道

水
中
の
鉄
分
で
は
な
く
、
電
気

分
解
装
置
の
電
極
の
鉄
の
棒
か

ら
鉄
が
溶
け
出
し
、
鉄
の
水
酸

化
物
等
が
生
成
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

老
人
福
祉

Ｑ
　
痴
呆
に
は
な
り
た
く

な

い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、

何
か
予
防
の
方
法
は
あ
る
の

で
し
よ
う
か
。

Ａ
　
痴
果
の
原
因
と
し
て
、

主
に
脳
血
管
性
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
は
、
原
因
が
よ
く
わ

か
ら
ず
、
予
防
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
が
、
日
本
に

一
番
多
い
脳
血
管
性
痴

果
は
、
予
防
で
き
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

脳
血
管
性
の
痴
呆
は
成
人
病
で
あ
る
か

ら
で
す
。
し
た
が

つ
て
、
痴
呆
の
予
防

対
策
は
、
成
人
病
と
同
じ
で
す
。

０
か
ね
て
か
ら
血
圧
の
様
子
、動
脈
硬

化
の
状
態
、血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
等
、成
人
病
予
防
の
た
め
の
健

康
診
断
を
受
け
る
こ
と
。

②
食
生
活
を
考
え
、嗜
好
品
と
し
て
問

題
の
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量

に
と
ど
め
て
生
活
管
理
を
行
う
こ
と
。

同
脳
の
働
き
を
い
つ
も
活
発
に
し
て
お

く
こ
と
。
た
と
え
ば
、

①
本
を
読
ん
だ
り
、新
聞
を
読
む
こ
と

②
日
記
や
手
紙
を
書
く
こ
と

③
人
と
よ
く
語
り
合
う
こ
と

④
人
の
お
世
話
を
す
る
こ
と

⑤
物
事
に
感
動
を
忘
れ
な
い
こ
と

⑥
創
造
的
な
趣
味
を
持

つ
こ
と

⑦
い
く
つ
に
な

っ
て
も
ハ
リ
と
生
き

甲
斐
を
求
め
る
こ
と

●   ●

●   ●

お建蓄ですか
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2月 1日 から

119番通報

消防本部に一極集約
2月 1日 か ら、火災・救急・救

助における119番通報が、阿蘇広域

消防本部に集約されました。

これにより、今まで南部分署で

受信されていた119番通報は、阿蘇

郡11か町村が一極 とな り、すべて

消防本部に受信 されます。

なお、119番の通報方法は、今ま

でと変わ りません。また、今後の

火災・救急のお問い合わせは、次

のとお りです。

日,0967-34-0099
(テ レホンサー ビス )

1日,0967-34-0024
(消防本部通信室 )

火災からいのちを守ろう

◎ まず消そう 火への鈍感 無関心 ◎

‖麟|

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の

通
信
教
育

募 集

技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

訓
　
練
　
生

'r': .i .j. .r.l I 'i .r .i .n .i .l I .i .f .l .l .l I ,l .l I .l.l ,r.i .r .l :. i

人

'の

た|めに汗:を流せるか
|

と

こ
ろ
が

い
ま

は

、
雪

国

で
も

市

役

所
や

役

場

の
ブ

ル
ト
ー
ザ

ー

が

、
道

路

の
雪

を

よ

け

て

い
き

ま

す

。
よ
け

た
あ

と

の
お

こ
ば

れ

の

雪

が
家

の
前

に
た

ま

る
と

、
取

り

除

け
と

役

場

に
電
話

が

か

か

っ
て

く

る
と

い

い
ま

す

。
ど

こ
か

、
お

か

し

い
…

…
。
豊

か
さ

ゆ
え

の
甘

え

が
あ

る

よ
う
な
気

が

し

て
な

り

ま

せ

ん
。

他

人

の
た

め

に
汗

を
流

す
―

―

ま
ち
づ
く
り

の
大
切
な
基
本

で
す

。

汗

を
流

す

材
料

は
、

足

元

に
た

く

さ

ん

こ
ろ
が

っ
て

い
ま

す

。

日
本

ふ
る
さ

と
塾
主
宰萩

原
　

茂

裕

(12)

タ

タ

″７

）子

島

Q,´

ク

t_

p′3,
マ)゛

具
体
的
に
何
を
し
た
か
と
い
い

ま
す
と
、
市
役
所
が
苗
木
、
植
樹

場
所
を
提
供
し

″さ
く
ら
一
万
本

植
樹
運
動
〃
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
す
。

た
く
さ
ん
の
市
民
が
早
朝
か
ら
、

ス
コ
ッ
プ
、
そ
し
て
弁
当
持
参
で
、

植
樹
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
ま
ち
、
桜
の
花
咲
く
美
し
い

ふ
る
さ
と
に
し
よ
う
と
、各
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
汗
を
流
し
た
の
で
す
。

桜
の
苗
木
に
は
、
植
樹
し
た
人
の

名
札
が
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ね
え
」
こ
う
話
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
率
直
に
感
じ
た
こ
と
だ
つ
た

か
ら
で
す
。
す
る
と
、
富
士
宮
市

の
人
た
ち
は
、
す
ぐ
に
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
ま
し
た
。

青
年
会
議
所
が
音
頭
を
と
つ
て

「ラ
ブ

・
フ
ジ
ヤ
マ
運
動
」
を
展

開
し
，
ラ
ブ
フ
ジ
ヤ
マ
さ
く
ら
の

会
″
を
発
足
さ
せ
た
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
市
民
が

桜
の
苗
木
を
植
樹

い

へ
ん
な

仕
事

な

の
で
す

。

朝

の
除

雪

は
、

子
供

た

ち

の
仕

事

で
し
た

。

両
隣

の
前

も
、
道

路

の
雪

も

、
す

つ
き

り
と

よ

け

て
し

ま

い
ま
す

。
寒

さ

に
顔

も

手

も
真

っ
赤

に
な

り
ま

す

が

、
全

身

が

う

つ
す

ら
と

汗
ば

ん

で
、

ほ
か

ほ
か

し

て
く

る

の
で
す
。
そ
ん
な

日
は
、

一
日
中

、
気

分

が

よ

か

っ
た

も

の

で
す

。

他

人

の
た

め

に
汗
を

流

す

こ
と

の
さ

わ

や

か
さ

を

、
私

は
雪

に
よ

っ
て
教

わ

り
ま

し
た

。

市

民

の

一
人

一
人
が

、
桜

の
木

を

通

し

て
、
他

人

の
た

め

に
汗

を

流

す

こ
と

の
大

切
さ

を

知

つ
た

の

で
す

。

三
年

目

の
昭
和

六
十

三
年

ま

で
に
、
な

ん
と

一
万

三
千
本

が

植

え

ら

れ

ま

し
た

。

汗
を
流
す
材
料
は

足
元
に
こ
ろ
が

っ
て
い
る

私

は
、

雪

国

（北

海
道

・
旭

川

市

）

に
生

ま
れ

ま

し
た

が

、
思

い

出

す

の
は

、
積

も

つ
た

雪

の
除

雪

で
す

。

こ
れ

は
、
雪

国

で
は
、

た

ま

し
た

。

そ

の
講

演

で
私

は
、

「富

士
官

市

と

い
え
ば

、
富

士

山

の
ま

ち

で
す

よ

ね

。
そ
れ

で
ち

ょ

っ
と

不

思

議

に
思

う

の

で
す

が

、

桜

が

あ

ま

り

見

ら

れ

な

い

の
は

、

ど
う

し

て

で
し

ょ
う

。
富

士

山
と

い
え
ば

、
桜

が
似
合

う

ん

で
す

が

「富
士
山
」
と

「桜
」

で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。
そ
の
富
士
山
と

桜
で
思
い
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

桜
の
花
咲
く

美
し
い

ま
ち
づ
く
り

を
展
開

五
年
程
前
に
、
静

岡
県
富
士
宮
市
の
青

年
会
議
所
が
主
催
す

る
講
演
会
に
出
か
け

テ
レ
ビ
番
組
の
〃連
想
ゲ
ー
ム
〃

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「日
本
と
い

う
と
、
何
を
連
想
し
ま
す
か
？
」

と
、
外
国
の
み
な
さ
ん
に
尋
ね
る

と
、
返
っ
て
く
る
答
え
の
大
半
は

浄
本
器
悪
徳
商
法

お 知 ら せ

相 談糖 譲

ご注意

Ｑ

＆

Ａ



町
の
話
題

言舌,題|が あ りま

したら、お知

らせ くだ さい。

企画課

広報統計係

(8② llll)

瘍 蝙 輻 蝙 瘍 瘍 蝙 輻

盗題|「おしようがつ」

年長組

きらやま つばさ さん

題「お しようがつ」

年長組

しらい し かつや くん

1岩下美智先生から……みんなでゲームを楽し

|んでいるところを描いています。顔の表情づ

|とてもいさいさしていて力強いです。

正
月
休
み
を
ふ

る
さ
と
で
過
ご
そ

う
と
い
う
帰
省
者

も
交
え
、
新
成
人

の
門
出
を
祝
う
成

人
式
が

一
月
二
日
、
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
決
意
を
新
た
に
す
る
新
成
人
八

十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
の

は
、
県
内
で
二
万
四
千
三
百
九
十
九
人

（男

一
万
三
千
三
百
十
六
人
、
女

一
万
千
九
百
八

十
二
人
）
。
昨
年
の
二
万
四
千
四
百
人
に
比
ベ

約
百
人
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、

男
三
十
七
人
、
女
六
十

一
人
の
計
九
十
八
人

で
、
昨
年
よ
り
六
人
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
岩
下
収
入
役
が

「社
会
の

一

員
と
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
教
養
と
英
知
を

身
に
つ
け
ら
れ
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
全
力

を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
続
い
て

草
村
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
成

人
者
全
員
に
記
念
品

（
シ
ス
テ
ム
手
帳
）
が

●

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
成
人
者
を
代
表

し
て
大
字
上
色
見
の
古
木
保
さ
ん
が

「人
格

の
完
成
に
努
め
、
真
の
民
主
的
日
本
人
と
な

る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
宣
誓
。
最
後
に

「成

人
の
日
に
思
う
」
と
題
し
て
中
川
美
紀
さ
ん

（高
森
）
、
住
吉
秀
基
さ
ん

（色
見
）
、
赤
星

節
子
さ
ん

（草
部
）
の
三
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
振
り
袖
姿
の
女
性
や
背
広
、
紋

付
き
姿
の
男
性
な
ど
が
友
人
と
の
久
し
振
り

の
再
会
に
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
―
に
ぎ
や
か
な

雰
囲
気
が
漂

っ
て
い
ま
し
た
。

華やかな雰囲気の中で行われた成人式 (林業総合センターで)

宣誓文を読む古木保さん

９８
人
が
大
人
へ

一
歩

決
意
新
た
に

は
た
ち
祝
う

●

●   ●

ヽ

ド
ン
　
絵
に
な
る
と
き
イ
で
て
こ
ら
す

僕
の
智
恵
　
記
念
碑
に
な
る
村
お
こ
し

僕
の
智
恵
　
年
の
巧
に
は
刃
の
た
た
ん

ひ
と
り
息
子
　
恋
と
の
れ
ん
の
板
ば
さ
み

僕
の
智
恵
　
亡
命
は
爺
ち
や
ん
の
部
屋

二
つ
返
事
　
台
本
も
良
え
ギ
ャ
ラ
も
良
え

山
が
好
き
　
親
子
二
代
の
シ
ェ
ル
パ
で
す

ひ
と
り
息
子
　
嘘
と
知

っ
て
も
組
む
為
替

凍
て
土
を
ふ
み
じ
め
行
け
ば
牛
が
哺
く

人
し
れ
ず
は
ず
れ
の
地
蔵
餅
供
う

日

一
日
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
冬
う
ら
ら

塵
燃
え
て
煙
り
流
れ
て
年
暮
る
る

病
み
を
得
て
不
安
を
抱
き
つ
年
を
越
す

除
夜
の
闇
す
べ
て
の
日
々
を
包
み
こ
む

初
春
の
日
の
出
は
未
だ
し
雨
の
朝

老
二
人
晴
耕
雨
読
と
書
き
初
め
ぬ

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

篠
田
　
凡
才

林
田
　

一
声

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
　
法
龍

森

　

正
六

後
藤
や
よ
い

本
田
　
初
雄
　
９

後
藤
あ
ら
し o  C)

0

たこ揚げを楽しむ親子

(4)
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無
病
息
災
願
い

ド
ン
ド
ヤ
や
た
こ
揚
げ

一
年
間
の
無
病
息
災
を
願

っ
て

一
月
十
四
日
、
上
色
見
小
学
校
で

ド
ン
ド
ヤ
や
た
こ
揚
げ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
小
の
保
護
者
会
が
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
、
校
舎
の
西
側
の

畑
で
行
わ
れ
た
た
こ
揚
げ
大
会
で

は
、
冬
休
み
中
に
家
族
の
人
達
と

作

っ
た
苦
心
の
た
こ
が
青
空
に
天

高
く
舞

い
上
が
り
、
子
供
た
ち
は

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
作
ら
れ
た
ド
ン
ド
ヤ
の
回
り
に

集
ま

っ
て
、
お
餅
を
焼
い
た
り
焼

き
肉
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
今
年

の
無
病
息
災
を
祈

っ
て
い
ま
し
た
。

′

｀
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1岩下美智先生から……みんなで迎える楽しい
|
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モ
ン
タ
ナ
公
演
を
終
え
て

拍
手
の
嵐
に
大
感
激

風
鎮
太
鼓
保
存
会
　
士
口
　

自
（
　

一嘉

　

・人

終
了
す
る
や
、
観
客
は
総
立
ち
で

拍
手
、
そ
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
。
「良

か

っ
た
、
大
成
功
だ
」
と
、
メ
ン

バ
ー
全
員
が
大
感
激
で
あ

っ
た
。

そ
の
興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち

に
次
の
会
場

「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

シ
ア
タ
ー
」

へ
移
動
。
こ
こ
は
大

き
な
会
場
で
あ
る
。　
一
般
市
民
の

人
た
ち
が
、
ど
の
く
ら
い
聴
き
に

来
て
く
れ
る
か

一
抹
の
不
安
も
あ

っ
た
が
、
客
席
は
も
と
よ
り
通
路
、

階
段
ま
で
が
立
ち
見
の
人
で

一
杯
。

超
満
員
で
あ

っ
た
。最
初
か
ら
全
員

か
な
り
興
奮
気
味
。会
場
の
熱
気
を

感
じ
な
が
ら
全
曲
を
終
え
る
と
、ま

た
も
や
全
員
総
立
ち
に
よ
る
拍
手
。

い
つ
ま
で
も
止
ま
な
い
拍
手
に
再

び
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
リ
ア
ン
コ
ー

ル
曲
を
演
奏
。今
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
拍
手
の
嵐
で
あ

っ
た
。

風
鎮
太
鼓
の
公
演
は
、
大
成
功

の
う
ち
に
無
事
終
了
。
モ
ン
タ
ナ

の
雄
大
な
自
然
と
、
素
朴
で
暖
か

な
人
々
に
も
ふ
れ
、
メ
ン
バ
ー

一

同
、
な
に
も
の
に
も
代
え
難
き
す

ば
ら
し
い
経
験
と
な

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
風
鎮
太
鼓
を
―

‐

第

一
回
日
の
公
演
は
モ
ン
タ
ナ
州

ミ
ズ
ー
ラ
市
に
あ
る
ビ
ツ
グ
ス
カ

イ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
体
育
館
。
大

事
な
太
鼓
に
三
週
間
ぶ
り
に
触
れ

る
と
、
「頑
張
る
ぞ
」
と
い
う
闘
志

が
わ
い
て
き
た
。
し
か
し
、
久
々

の
公
演
の
た
め
、
音
が
思
う
よ
う

に
合
わ
な

い
。
汗
だ
く
に
な
り
、

午
後
二
時
の
開
演
時
間
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
練
習
を
続
け
、
や

っ
と
い
つ

も
の
音
に
近
づ
い
て
き
た
。
い
よ

い
よ
開
演
。
同
校
生
徒
た
ち
や
、

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
取
材

陣
で
満
員
の
体
育
館
。

イ
ン
タ
ビ

ユ
ー
に
も
少

し
あ
が

っ
て
し
ま
っ
た
。

一
曲
日
、
手
は
汗
ば
み

み
ん
な
の
表
情
も
硬
い
。

間
違
え
る
こ
と
な
く
無

事
に
た
た
き
終
え
る
と
、

嵐
の
よ
う
な
拍
手
が
聞

こ
え
て
き
た
。
ほ

っ
と

す
る
よ
り
む
し
ろ
興
奮

し
て
き
た
。
客
席
か
ら

演
奏
を
じ

つ
と
見
つ
め

る
顔
、
顔
、
顔
。
約

一

時
間
に
わ
た
る
公
演
が

規律訓練や分列行進
1位-6分団、2位-3分団、3位-12分団

モンタナで公演する風鎮太鼓保存会のみなさん
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が

一
月
五
日
、
高
森
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
小
雪
が
ち
ら

つ

く
寒
風
の
中
、
通
常
点
検
や
分
列

行
進
な
ど
勇
壮
に
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
に

は
ポ

ン
プ
車
、
小
型
ポ

ン
プ
付
き

積
載
車
な
ど
の
車
両
二
十

一
台
と
、

消
防
団
員

（十
四
分
団
三
百
五
十

七
人
）
、
高
森
中
学
校
少
年
消
防
隊

（
二
十
九
人
）
な
ど
約
四
百
五
十

人
が
参
加
。
殉
職
者

へ
の
黙
と
う
、

功
労
者
な
ど
表
彰
に
続
き
、
岩
下

収
入
役
が

「町
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
こ
と
が
消
防
の
使
命
。
安

全
で
安
心
で
き
る
町
づ
く
り
に
努

力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
ま

た
、
塚
本
団
長
が

「無
火
災
、
無

災
害
は
消
防
人
の
悲
願
で
す
。
い

っ
そ
う
奮
起
し
て
予
防
消
防
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
し
ま
し

た
。こ

の
後
、
各
分
団
、
少
年
消
防

隊
の
規
律
訓
練
や
分
列
行
進
が
披

露
さ
れ
、
出
初
め
式
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
ｃ

■
規
律
訓
練

①
６
分
団

（高
森
）
②
３
分
団

（草
北
）
③
ｌ２
分
団

（尾
下
）

■
表
彰
者

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

伊
藤
昭
武
、
芹
日
正
八
、
下
田
腋

雄
、
戸
高
秋
男
、
小
糸
善
康
、
本

田
隆
康
、
今
村
助
男
、
栗
焼
伸
喜
、

杉
本
隆
雄
、
松
崎
優
、
本
田
生

一
、

岩
下
昭
久
、
後
藤
隆
信
、
古
沢
豊

次
、
熊
川
完
起
、
長
尾
和
博
、
矢

津
田
郭
富
、
山
村
将
護
、
津
留
桂

司
、
真
原
清
時
、
後
藤
十
九
男
、

佐
藤
富
朗
、
森
今
朝
義
、
矢
津
田

千
代
年
、
本
田
健

一
、
甲
斐
武
範

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

塚
本
保
雄
、
杉
田
冨
雄
、
大
内
田

奉
文
、
鶴
林
豊
成
、
岩
下
克
己

▼
県
消
防
協
会
長
表
彰

（功
績
章
２０
年
）
馬
原
清
二

（１０

分
団
長
）
ほ
か
１０
人

▼
同

（勤
績
章
１５
年
）

楢
木
野
泰
吉

（班
長
）
ほ
か
８
人

▼
同

（感
謝
状
）

後
藤
文
数

（元
副
団
長
　
勤
続
３２

年
）

▼
高
森
町
長
表
彰

（勤
続
章
１０
年

以
上
）
桐
原
正
二
郎

（４
分
団
部

長
）
ほ
か
２３
人

●   ●

●   ●
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■
代
表
者
名

後
藤
秀
希
（
容
②
ｌ
４
９
０
）

■
会
員
数
　
　
　
　
　
　
２０
人

■
私
た
ち
の
取
組
み

昭
和
四
十
五
年
に
結
成
さ
れ
、

今
も
町
内
の
音
楽
好
き
が
集
ま

り
社
会
福
祉
施
設
慰
問
や
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
自
主

活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
又
風

鎮
祭
総
踊
り
演
奏
、
町
民
音
楽

祭
の
企
画
実
行
等
の
活
動
も
行

つ
て
い
ま
す
。

■
モ
ッ
ト
ー

「生
涯
音
楽
」

■
抱
負

二
十
年
の
音
楽
文
化
活
動
を

評
価
し
て
い
た
だ
き
、
宝
く
じ

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
会
員

一
丸
と
な

っ
て
練
習
に

励
み
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
演
奏

を
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

入
会
は
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
。
初
心

者
の
方
も
Ｏ
Ｋ
。
連
絡
下
さ
い
。

生
涯
音
楽
を
目
ざ
し
て

4Hクラブ

こ
の
ほ
ど
南
阿
蘇
鉄
道
高
森
駅
の
構
内

に
、
町
の
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

（佐
伯
寿
昭
会
長
）

の
メ
ン
バ
ー
が
丹
精
こ
め
て
作

っ
た
花
カ

ン
ラ
ン
二
百
本
が
植
え
ら
れ
、
駅
を
訪
れ

た
観
光
客
や
町
民
の
人
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
同
会
の
メ
ン
バ
ー
五
人
と

同
鉄
道
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
、

一
本

一
本

て
い
ね
い
に
植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。

冬
の
寒
さ
の
中
で
白
や
ピ
ン
ク
の
彩
り

を
添
え
、
駅
構
内
に
明
る
さ
を
与
え
て
い

ま
す
。

高
森
駅
構
内
に

花
カ
ン
ラ
ン
植
栽

く
花
カ
ン
ラ
ン
を
植
え
る
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員

と
南
鉄
職
員
の
み
な
さ
ん

(8)(5)
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「人
権
」
と
い
う
言
葉
は
小
学

校
の
こ
ろ
か
ら
何
度
も
聞
い
て
き

ま
し
た
。
「人
権
」
を
学
習
す
る
た

び
に
ち
よ
っ
と
い
や
な
気
が
し
ま

す
。
そ
れ
は
自
分
に
う
し
ろ
め
た

い
所
が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
が
、

友
達
と
話
し
て
い
て
は

っ
き
り
分

か
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
二

・
二
人
の
女
子
の

友
達
と
あ
る
友
達
の
悪
口
を
言

っ

て
い
ま
し
た
。
と
て
も
、
そ
の
子

の
態
度
に
み
ん
な
腹
を
た
て
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
仲
の
良
い
友

達
と
そ
の
子
に
つ
い
て
話
す
と
、

そ
の
友
達
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「確
か
に
態
度
悪
い
け
ど
、
そ
ん

な
こ
と
ば
か
り
言

っ
て
ほ
ん
と
腹

立

つ
だ
け
だ
よ
。
少
し
は
、
良
い

所
探
し
て
や
ん
な
よ
。
そ
ん
な
、

悪
い
子
じ
や
な
い
よ
」
。

私
は
、
そ
の
友
達
の
言
葉
が
ず

っ
と
頭
の
中
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

前
の
友
達
と
話
し
て
い
た
時
は
、

私
が
言
う
と
、
友
達
も
納
得
し
て

次
に
ま
た
そ
の
子
の
悪
い
所
を
言

う
。
そ
れ
で
、
そ
の
子
の
悪
い
所

ば
か
り
話
が
発
展
し
て
、
そ
の
子

の
良
い
所
は
み
え
て
こ
な
く
な
る
。

私
は
、
友
達
の
欠
点
ば
か
り
探

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
か

し
た
ら
、
こ
れ
が
私
の
欠
点
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
人
間
だ
れ
で
も

一

つ
や
二
つ
は
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

欠
点
の
直
せ
る
部
分
は
直
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
た

と
え
直
し
に
く
い
欠
点
で
も
努
力

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

私
は
、
今
ま
で
人
権
学
習
の
時
、

決
し
て
ふ
ざ
け
て
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
に
、
ま
じ
め
に
話
し

合
い
も
し
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

一
つ
残
念
な
こ
と
は
そ
れ
が
実
行

に
移
せ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

れ
か
ら
私
達
が
生
き
て
い
く

上
で
大
切
な
こ
と
は
友
達
の
気
持

は
今
中
学
三
年
で
す
。
私
の
ク
ラ

ス
は
十
四
名
と
い
う
と
て
も
少
な

い
人
数
で
す
。
男
子
六
名
、
女
子

八
名
で
す
。
私
達
の
ク
ラ
ス
は
周

り
か
ら
男
女
の
仲
が
良
く
て
、
男

子
同
士
で
も
女
子
同
士
で
も
仲
が

良
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
こ

れ
は
う
そ
で
す
。
男
女
は
ま
あ
ま

あ
だ
け
ど
、
男
子
は
二
対
四
、
女

子
は

一
対
七
に
な

っ
た
り
二
対
六

に
な

っ
た
り
、
私
は
ま
ず
自
分
達

の
力
で
直
し
て
み
ん
な
が
仲
良
く

な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
残
り
少
な
い
中
学
校
生

活
を
楽
し
く
み
ん
な
が
過
ご
せ
る

よ
う
に
。

こ
う
い
う
身
近
な
所
か
ら
ぐ
―

と
広
げ
て
部
落
差
別
な
ど
を
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
友
達
の
言
葉
を
心
に

と
め
て
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
生

き
る
道
を
ま
ち
が
え
た
り
し
な
い

よ
う
に
自
分
の
納
得
の
い
く
生
き

方
を
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

や
は
り
、
私
の
人
権
に
つ
い
て

の
ま
と
め
と
し
て
は
、
ま
ず
、
第

一
に
人
に
思
い
や
る
心
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人

の
良
い
所
を
み
つ
け
、
ま
た
自
分

の
良
い
所
を
み
つ
け
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
自
分
の
長
所
と
し
て
ど
ん

ど
ん
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

世
界
中
の
人
が
み
ん
な
こ
ん
な

に
な

っ
た
ら
、
と
て
も
住
み
良
い

社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
自
然

に
あ
い
さ

つ
が
で
き
、
自
然
を
愛

し
、
人
間
を
愛
し
、
こ
ん
な
世
の

中
に
な

っ
た
ら
、
差
別
や
犯
罪
な

ど
は
絶
対
に
お
き
な
い
と
思
い
ま

す
。人

間

一
人

一
人
が
そ
れ
を
自
覚

し
、
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
「人
権
」
私

達
が
今
か
ら
生
き
て
行
く
の
に
、

ず

っ
と
あ
る
言
葉
で
す
。
み
ん
な

が
幸
せ
に
楽
し
く
、
住
み
良

い
世

の
中
に
な
る
よ
う
に
、
ま
ず
私
が

実
行
す
る
こ
と
は
、
友
達
の
良
い

所
を
認
め
、
悪
い
所
は
注
意
し
て
、

と
い
う
ふ
う
に
努
力
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

0

友

達

の

言

葉

小
学
生
の
時
、　
マ
ン
ガ
で
主
人

公
の
女
の
子
が
、
「お
母
さ
ん
が
、

人
の
悪
い
所
は
探
さ
ず
に
良
い
所

を
探
し
な
さ
い
。
そ
し
た
ら
、
き

っ
と
良
い
こ
と
が
起
こ
る
。
」

と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
友
達
と
同

じ
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
し
た
。
今

考
え
る
と
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

を
考
え
て
、
ま
た
、
友
達
が
ま
ち

が

っ
て
い
る
こ
と
を
し
て
い
た
ら
、

た
だ
し
い
方
向
に
戻
し
て
あ
げ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
友

達
に
限
ら
ず
人
間
な
ら
誰
で
も
で

す
。私

は
、
ま
だ
自
分
に
自
信
が
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
体
の
中
の
欠

点
を
出
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私

●   ●
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3年

ひとみさん

草部中学校

工 藤

賞「

にな

場
し
、
金
と
銀
メ
ダ

ル
を
と
り

ま
し
た
が
、
役
員
と
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
方
々
の
奉
仕
活
動
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。人

生
の
教
訓
に

な
り
ま
し
た

こ
の
大
会
で
私
が

一
番
感
じ

た
こ
と
は
、
身
障
者
の
皆
さ
ん

が
根
性
を
持

っ
て
生
き
て
お
ら

れ
る
こ
と
で
し
た
。
寒
い
か
ら

と
い
っ
て
家
の
中
に
閉
じ
こ
も

っ
て
い
る
の
が
は
た
し
て
良
い

の
か
、
あ
る
程
度
風
に
吹
か
れ

る
の
も
健
康
法
と
思
い
ま
す
。

自
分
に
合

っ
た
運
動
を
し
な
が

ら
、
今
よ
り
元
気
な
体
に
な
ろ

う
と
す
る
希
望
を
持

っ
て
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
私
と
同

じ
よ
う
な
身
障
者
の
皆
さ
ん
に

も
是
非
そ
う
し
た
希
望
を
持

っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
会
出
場
は
私
に
と

っ

て
人
生
の
教
訓
に
な

っ
た
と
思

い
ま
す
。

十

一
月

一
日
に
福
岡
入
り
し

地
元
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
々
の
奉
仕

活
動
に
た
だ
た
だ
感
激
を
す
る

ば
か
り
で
し
た
。
三
日
の
開
会

積

極

的

に

社

会

に

出

た

い

式
に
引
き
続
き
、
ス
ラ

ロ
ー
ム

競
技
に
出
場
し
四
位
で
し
た
が
、

翌
日
は
気
を
持
ち
直
し
て

「や

る
だ
け
や
ろ
う
」
と
、
気
合
を

入
れ
て
三
〇
肝
競
技
に
出
場
し
、

大
会
新
記
録
で
金
メ
ダ
ル
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

夜
の
後
夜
祭
で
は
、
同
じ
よ
う

な
障
害
を
持

つ
人
達
や
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
人
達
と
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
私
自
身
、
今
ま
で
は

身
障
者
と
い
う
こ
と
で
引

っ
込

み
思
案
で
し
た
が
、今
後
は
積
極

的
に
社
会
に
出
て
、皆
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。今
回
の
大
会
出

場
は
、
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
が
で
き

良
い
体
験
で
あ
り
ま
し
た
。

津留 義元さん

(高 森・58)

坂本 哲美さん

(高森・60)

全
国
身
障
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
県
代
表
に
選
ば
れ
た
日
か
ら

喜
び
と
不
安
の
毎
日
で
し
た
。

役
場
で
の
練
習
で
は
職
員
の
方
々

の
し

っ
た
激
励
に
よ
リ
タ
イ
ム

も
良
く
な
り
、
何
事
も
努
力
次

第
と
私
な
り
に
思
い
ま
し
た
。

昨
年
十

一
月
に
福
岡
で
あ
り

ま
し
た
全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
、
同
じ

ハ
ン
デ
イ
を
持

つ
人
達
が
い
き
い
き
と
し
た
笑

顔
で
出
場
さ
れ
て
い
た
の
に
私

は
驚
き
ま
し
た
。
大
会
で
は
三

〇
＝
と
ス
ラ

ロ
ー
ム
競
技
に
出

知つてあきたし1 冬の省エネ10項目

２
月
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
―

‐暖
房

機
器
な
ど
を
使
う
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

が
ぐ
ん
と
伸
び
る
時
期
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
出
要
以
上
に
部
屋
を
暖
か
＜
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

″無
駄
遣
い
″
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
小
さ
な
心
が
け
が
、
大

き
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
、
省
エ
ネ
を
始
め
ま
し
よ
う
。

日
室
温
を
二
十
度
に
調
整
し
よ
う

□
部
屋
の
保
温
を
心
が
け
よ
う

□
暖
房
機
器
の
置
き
場
所
を
考
え
て

日
ス
ペ
ー
ス
と
人
数
を
考
え
た
暖
房
機
器
選

び
を

固
暖
房
機
器
の
手
入
れ
を
こ
ま
め
に

固
電
気
こ
た

つ
や
カ
ー
ペ
ツ
ト
を
上
手
に
使

お
う

□
お
ふ
ろ
の
三
度
炊
き
は
や
め
よ
う

□
湯
沸
か
し
器
の
使
い
方
に
工
夫
を

固
住
宅
に
断
熱
材
を
使
お
う

国
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
取
り
入
れ

よ

ンつ
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(7)

2月 は F省エネルギー月間」


